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市 の 人 口 

52,090人 

世 帯数 	13, 912 

（昭和51年10月1日現在）住民基本台張から 

男 25. 171人

女 26,919人 

市では、このほど当地方きつての旧家といわれる湊にある平山家とその門を県文化財に指定方を

申請、復元に乗り出すことになりました。 平山家の門 
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十
月
二
十
一
 

ー
 
日
（木
）
曇
り

と
き
ど
き
雨
。
 

上
 

・
、
 
最
大

瞬
間
風
速
 

三
＋
メ
ー
ト
ル
。
 

1
 

7
 
1
 

ゆ
う
づ
る
七
 

?
f

一
 
号
で

帰
青
。
朝
 

食
は
盛
岡
の
鳥
 

め
し
弁
当
で
済

ま
し
た
の
で
そ
の
ま
ま
役
所
へ
。
 

待
っ
て
い
た
と
ば
か
り
に
集

ま
る
助
役
を
初
め
各
課
長
か
ら

懸
案
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
検
討
す
る
。
 

〇
 
「
西
北
五
広
域
圏
の
発
展

方
向
に

つ
い
て
」
 
は
、県
地
方

課
か
ら
資
料
の
提
出
を
求
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭

和
四
十
五
年
、
第
一
次
設
定
の

高
生
産
性
農
業
、
高
速
交
通
体

系
、
工
業
開
発
、
観
光
と
レ
ジ

ャ
ー
、
雪
の
総
合
対
策
の
五
つ

の
柱
に
加
え
て
、
環
境
整
備
の

推
進
を
追
加
し
、
こ
れ
を
昭
和

六
十
年
を
目
標
年
次
と
す
る
当

広
域
圏
の
二
次
基
本
構
想
と

す

る
こ
と
。
 

〇
 
老
人
と
子
供
の
家
の
温
泉

活
用
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
去
る
十
八
日
の
県
温
泉
審
議

会
で
保
留
と
な
っ
た
が
、
市
議

会
初
め

一
般
市
民
の
熱
望
に
こ

た
え
る
た
め
に
も

一
日
も
早
く

同
意
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
。
 

〇
 
寄
贈
さ
れ
る
市
立
図
書
館
 
 

の
基
磯
抗
打
は
、

五
十
四
セ
ッ

ト
中
今
日
現
在
で
三
十
セ
ッ
ト

を
終
る
の
で
、
あ
と
三
日
で
完

了
の
予
定
で
順
調
に
進
捗
中
で

あ
る
こ
と
。
 

〇
 
漆
川
ー
岩
木
町
線
立
体
交

差
に

つ
い
て
は
、
来
る
十
一
月

五
日
秋
田
鉄
道
管
理
局
か
ら
一
一

十
名
の
調
査
団
が
来
五
す
る
予

定
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
急
 

き
ょ
比
較
設
計
の
段
階
に
入
る

べ
き
こ
と
。
 

〇
 
五
所
川
原
第
二
地
区
広
域

営
農
団
地
農
道
整
備
及
び
基
幹

農
道
舗
装
事
業

（
五
農校
通
学

路
）
新
規
採
択
促
進
に
つ
い
て

強
く
要
望
す
る
こ
と
。
 

〇
 
市
が
買
収
し
た
平
山
家
に

つ
い
て
は
、
県
、
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
が
有
望
視
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
資
料
を
整
え
て

関
係
当
局
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
 

ら
指
定
実
現
の
た
め
に
努
力
す

る
こ
と
。
 

な
お
、
打
合
中
来
室
し
た
武

尾
土
木
事
務
所
長
と
は
、
二
十

八
日
の
岩
木
川
改
修
促
進
総
決

起
大
会
に
つ
い
て
、
ま
た
下
山

五
商
校
長
と
は
、
市
に
寄
贈
さ

れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
く
。
 

四
時
三
十
分
、
中
野
県
農
林

部
長

一
行
と
二
回
に
わ
た
る
強

風
で
十
五
万
箱
の
落
果
が
推
計

さ
れ
る
り
ん
ご
の
被
害
と
稲
刈

終
了
寸
前
の
状
況
調
査
に
出
発
。
 

「
 

多
4

而
ーそ
＆
 

k 
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道

相
談
室
 

、
と「
x
Yタ
い
A
×
）入
×
×
 

く×ソい◇×／ 

そ
 
の
 
4
 

岩
木
山
の
い
た
だ
き
が
、
 

雪
化
粧
を
し

て
か
ら
間
も
な

く
、
津
軽
に
は
寒

い
冬
が
到

来
し
ま
す
。
 

例
年
、
き
び
し
い
寒
波
襲

来
の
際
は
、
給
水
管
の
凍
結

に
よ
る
破
裂
事
故
、
あ
る
い

は
結
氷
に
よ
っ
て
水
が
出

な
い
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
事
故
の
発
生
に
対

し
て
は
、
す
み
や
か
に
措

置
を
と
る
態
勢
を
整
え
て

い
ま
す
が
、
 一
時
に
多
数

発
生
す
る
の
で
、
あ
る
程

度
の
時
間
を
要
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
 

給
水
装
置
の
冬
期
対
策

を
配
慮
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
あ
る
程
度
、
事
故

の
発
生
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
本
回

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。
 

給
水
管
の
埋
設
は
、
凍
結

を
防
止
す
る
深
さ
に
し

て
あ

り
ま
す
が
、
立
ち
上
り
管
な

ど
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
部

分
に
は
、
凍
結
防
止
の
防
寒

装
置
が
必
要
で
す
。
装
置
に

は
、
水
抜
栓
並
に
不
凍
栓
と

電
熱
利
用
の
ヒ

ー
タ
ー
巻
き

つ
け
等
が
あ
り
ま
す
。
ヒ

ー
 

タ
ー
利
用
の
時
は
、
ネ
ズ
ミ

の
害
を
防
ぐ
た
め
、
ボ
ッ
ク
 
 

ス
で
囲
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
他
の
防
寒
方

法
と
し
て
、
む
き
出
し
の
管

や
屋
外
に
あ
る
蛇
口
に
保
温

材
（
毛
布
類
コ
モ
等
）
を
巻

い
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
カ
バ
ー
を
と
り
つ

け
る
と
、
か
な
り
の
低
温

時
で
も
凍
結
を
防
止
で
き

ま
す
。
ど
う
か
、
他
の
冬

仕
度
と
一
緒
に
や
る
よ
う

に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
 

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
摂
氏
四

度
以
下

の
場
合
、

防
寒

の
不
完
全
な
給
水
装
置
は

凍
っ
た
り
、
破
裂
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
凍

っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

結
氷
し
た
部
分
に
布
を
か

ぶ
せ
、
ヌ
ル
マ
湯
を
か
け

ゆ
っ
く
り
と
と
か
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
結
氷

が
容
易
に
と
け
ず
、
水
が
出

な
い
時
は
解
氷
器
で
処
理
し

ま
す
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

冬
期
は
、
気
象
状
況
に
注

意
し
水
抜
栓
並
に
不
凍
栓
の

操
作
は
、
ま
ず
蛇
口
を
全
開

し
、
水
抜
栓
並
に
不
凍
栓
は

完
全
に
閉
じ
る
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
操
作
が
十
分

で
な
い
と
、
用
を
な
さ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意

し
て
下
さ
い
。
 （水
道
課
）
 

給水装置の冬期対策 

川
浪
さ
ん
ら
に
特
別
褒
賞
 

「
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
 
に十
四
団
体
 

今
年
の
、
 
「市
ス
ポ

ー
ッ
賞
 

」
 
の
表
彰式
は
、
十
月
十
日
体

育
の
日
に
市
民
文
化
会
館
で
行

な
わ
れ
、
伊
藤
定
一
市
教
育
委

員
長
か
ら
特
別
褒
賞
な
ど
個
人

二
十
一
人
、
十
四
団
体
に
表
彰

状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

市
ス
ポ
ー
ッ
賞
を
受
賞
し
た

個
人
、
団
体
は
次
の
と
お
り
で
 
 

す
。
 

◇
個
人
特

別
褒

賞

に
五
人
 

▽
相
撲
 
棟
方
修
新
（
幾
世

森
）
▽
柔
道
 
小
野
京

一
 
（一

野
坪
）
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
川

浪
文
裕
（
鶴
ケ
岡
）
、
土
岐
清

信
（
野
里
）
、
田
口
善
喜

（川
 
 

山
）
 

◇

個
人
は

弓
道
 

の
工
藤

さ
ん
ら
に
 

▽
弓
道
 
工
藤
昭
子
（
田
町
 

）
、
神
源
内
（
漆
川
）
▽
陸
上

競
技
 
三
浦
優
子
（
鎌
谷
町
）
 

野
上
真
由
美
（
大
町
）
、

川
浪

徹
（
末
広
町
）
、
工
藤
真
裕
（
 

上
平
井
町
）
▽
相
撲
 
葛
西
孝

彦
（
漆
川
）
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

長
内
美
智
子
（
松
野
木
）
▽
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
三
橋
栄
三
郎
 

（
湊
）
畠
山
睦
彦
（
川
山
）
 

▽
柔
道
 
平
山
次
男
（
戸
沢
 

）
、
今
昭
人
（
長
橋
）
、
秋
田

武
彦
（
沖
飯
詰
）
▽
卓
球
 
小

笠
原
勝
（
田
川
）
▽
け
ん
銃
 

高
橋
文
雄
（
松
島
町
）
▽
空
手

平
山
千
代
和
（
湊
）
 
（敬
称
略
）
 

◇
団

体
は

七
和
 

高
リ
レ

ー
な
ど
 

▽
陸
上
競
技
 
七
和
高
校
男

子
四
百
冒
リ
レ
ー
チ
ー
ム
▽
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
 
七
和
高
校
女
子

排
球
部
、
菊
ケ
丘
ク
ラ
ブ
▽
相

撲
 
五
所
川
原
農
林
高
校
相
撲

部
▽
野
球
 
五
所
川
原
野
球
協

会
▽
サ
ッ
カ
ー
 
五
所
川
原
農

林
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
▽
柔
道

第
二
中
学
校
柔
道
部
、
五
所
川

原
農
林
高
校
柔
道
部
、
市
青
年
 
 

団
協
議
会
柔
道
チ
ー
ム
 

▽
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ン
グ

五
所
川
原
工
業
高
校
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ン
グ
部
▽
空
手
 
五
所

川
原
高
校
空
手
部
、
五
所
川
原

工
業
高
校
空
手
部
▽
少
林
寺
挙

法
 
五
所
川
原
第

一
高
校
少
林

寺
挙
法
部

▽
水
泳
 
藻
川
小
学

校
水
泳
チ
ー
ム
 

生
活
環
境
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部

わ
 

住
み
ょ
い
 

ん

環
境
づ
く
り
に
 
で
 

巴 

ー

市

の
執
務
、
 

ー
 

冬
時
間

に
 

ー
 

市
の
執
務
時
間
が
十

一
月
一

日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
 

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

平
日
は
午
後
四
時
 

十
五
分
ま
で
 

▽
平
日
 
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
 

（休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
か

ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
）
 

▽
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
 

‘ー
 
事
故
防

止
に
 

J
 

！ー
 
横
断

旗
贈

る

L
 

市
役
所

ハ
ン
ド
ル
会

（
今利

則
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内

二
十
カ
所
の
交
差
点
や
学
校
前

に
黄
色
横
断
旗
二
百
本
に
五
十

六
個
の
横
断
旗
入
箱
を
備
え
付

け
し
ま
し
た
。
 

「市スボーツ賞」の受賞式 r・・
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定
め
皆
さ
ん
に
 

協
力
を
お
願
い
 

し
て
い
ま
す
。
 

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書

を
い
ま
一
度
た
し
か
め
、
す

べ
て
の
税
金
を
十
二
月
二
十
 

市
で
は
、
十

一
月
一
日
か
 

ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
を
、
 

「市
税
完
納
強
調
期
間
」
 
に
 

日
か
 

八
日
ま
で
完
納
し
、
明
る
 
「

国
一

で
を
、
 

い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

三
期
が

I
 

」
に
 

こ
れ
か
ら
の
「
市
税
納
 
四
期
が

・
 

市
税
、

年
内

完
納
に
 

協
力
を

お
願
い
し

ま
す
 

知
書
 

期
限

」
は
 

一
一月
一
一
・
 

，
す
 
「

固
定
資
産
税

」
の
四
期
 

つ
て
お
い

一
十
 
が

十

一
月
三
十
日
ま
で
 

「国
民
健
康
保
険
税
」
の

三
期
が
十

一
月
三
十
日
ま
で

四
期
が
十
二
月
二
十
八
日
ま
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
、
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

で
 

「市
県
民
税
 

」
 
の
四
期
が十
 

統制小作料が改正 

	 農業委員会 

昭和45年10月 1日以前に農業委員会の許可により賃貸借契約が

締結されたもの、また戦前からの小作地の小作料は最高額が統制

されていますがことし 4 月から次のとおり基準額が改正になりま

した。 

改 正 前 改 正 後 

農地 

等級 

10アール当たりの額 農地 

等級 

10アール当たりの額 

田 畑 田 畑 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
'
C
 1
1
 1
2
 1
3
 1
4
 1
5
 

 

2,170 I
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 1
1
 1
2
 1
3
 1
4
 1
5
 

 

鄭
 
卿
 
2
4
5
 
9
5
2
 
6
6
4
 
3
7
1
 
卿
 
7
9
0
 
5
0
2
 
m
 
9
2
2
 
6
2
9
 
3
4
1
 
叩
 
7
6
0
 

 

2,604 

5 4 

 

2,073 2,488 

5 2 

 

1,973 2,368 

4 9 

 

1,875 2,250 

4 7 

 1,778 2,134 

4 4 
 

1,680 2,016 

4 2 
 

1,580 1 ,896 

5 6 88

44046020763692
52

08

68

24

84

40

00 

3 3 9 
7 
 

1,483 

1,385 

1 .780 

1,662 

3 5 
 

1,285 1,542 

3 2 
 

1,188 1 ,426 

3 0 
 

1,090 1 ,308 

2 7  

990 1 ,188 

25  
893 1,072 

。ノ一 
3 

795 954 

市政ダイヤル 

市政についての 

行事や予定は 

Qc4321J 

堆

肥
生

産
者
に
 

奨
励
補
助
金
を
交
付
 

市
内
か
ら
大

量
人
選
 

国
際
連

合
に
関
す
る
作
文
 

市
で
は
、
堆
肥
の
施
用
に
よ

り
地
力
の
維
持
増
進
を
は
か
り

良
質
、
安
定
、
確
収
の
稲
作
を

推
進
す
る
た
め
、
要
綱
に
よ
り

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
か
ら
、
 

堆
肥
生
産
者
は
市
農
林
課
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

堆
積
は
二
十
ァ
ー
ル
以
上
の

稲
わ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

△
申
込
期
日
 

十

一
月
十
五
日
ま
で
 

※
堆
肥
生
産
共
励
会
も
受
付
中
 

1
1お
と
し

よ
り
を

J
 

F

ま
つ
り
に
招
待

L
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
さ
る
十
月
二
十

一
日
、
 

市
立
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
 

」
 
の
おと
し
よ
り
二
十
五
人
を

弘
前
市
の
も
み
じ

と
菊
人
形

に
招
待
し
、
お
と
し
よ
り
か
ら

喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
に
次
い
で
二
回
目
で
す
。
 
 

で
す
の
で
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

「
は
る
か
荘

」
の
 

、一」
利
用
を
 

母
子
休
養
ホ
ー
ム
 

県
で
は
、
母
子
家
庭
に
レ

ク
 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
休
養
の
場
を

与
え
る
た
め
、
鶴
田
町
廻
堰
（
 

つ
が
る
富
士
見
荘
と
併
設
）
に

母
子
休
養
ホ
ー
ム
 
「は
る
か
荘
 

」
を
建
設
、
十
月
一
日
か
ら
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
 
市
役
所
裏
の
岩
木
川
原
や

一
溜
池
な
ど
の
水
辺
に
見
る
こ

と
の
出
来
る
燕
雀
目
セ
キ
レ
 

ー
イ
科
セ
キ
レ
イ
属
の
小
鳥
で

一
す
。
 

一
 
県
内
で
見
ら
れ
る
キ
セ
キ
 

"
 

「
は
る
か
荘

」
の
利
用
は
無

料
で
す
の
で
、
利
用
す
る
と
き

は
文
書
か
口
頭
で
「
は
る
か
荘
 

」
 
に
お申
し
込
み
下
さ
い
。
 

入
場
の
際
に
は
、
母
子
家
庭

を
証
明
す
る
国
民
年
金
証
書
、
 

各
種
の
遺
族
年
金
証
書
、
母
子

会
会
員
証
等
を
受
付
に
提
示
し

て
下
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
母
子
担
当
か
、
 

直
接
「
は
る
か
荘
」
に
お
問
い

あ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

「
は
る
か
荘
」
 
の
利用
時
間

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

草
普
 

ハ
ク
セ
キ
レ

イ
（
セ
キ
レ
イ
科
）
 

レ
イ
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
と

同
じ
よ
う
に
、
姿
は
ス
マ
ー
 

ト
で
、
細
長
い
尾
を
上
下
に

絶
え
ず
振
り
な
が
ら
止
っ
て

い
る
様
は
、
印
象
に
残
り
ま
す
。
 

キ
セ
キ
レ
イ
は
腹
の
部
分

が
黄
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
 

日
本
国
際
連
合
、
県
教
育
庁

が
さ
る
九
月
県
下
の
中
学
校
か

ら
募
集
し
た
「
国
際
連
合
を
理

解
す
る
た
め
の
全
国
中
学
生
作
 

セ
グ
ロ
と
本
種
は
白
色
で
す
。
一
 

一
 

黒
色
が
多

い
の
に
、
本
種
は
 
一

灰
色
の
背
に
、
顔
の
黒
色
が
 
一

少
な
く
、
白
色
が
目
立
っ
て
 
一

い
ま
す
。
 

一

鳴
き
声
は
チ
ュ
チ
ュ
ン

・
 

一

チ
ュ
チ
ュ
ン
と
澄
ん
で
い
て
 
一

セ
グ
ロ
の
ゼ
ッ

ー
ゼ
ッ
と
濁
 
一

っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
す
o
一

ま
す
。
 

水
に
住
む
昆
虫
を
主
に
食
べ
 
一
 

 
一
 
 

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
県
予
選
で
市

内
の
中
学
生
が
大
量
入
選
し
ま

し
た
。
 

県
予
選
で
は
、
十
編
を
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
せ
ん
し
ま
し

た
が
、
う
ち
九
編
ま
で
が
市
内

の
中
学
生
の
作
品
で
し
た
。
 

県
予
選
の
市
内
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
最
優
秀
賞
「
国
際
連
合
ゃ

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
期
待
」
 
三
中
三

年
成
田
富
保
▽
優
秀
賞
「
世
界

に
平
和
を
」
同
三
年
伊
藤
博
▽

佳
作
「
人
権
尊
重
に

つ
い
て
」
 

飯
詰
中
三
年
飯
塚
祐
喜

▽
同
「
 

私
達
の
義
務
」
中
川
中
二
年
岡

田
殉
 

セ
グ
ロ
は
背
が
黒
く
、
顔
も
 

、
／、
 

▽
同
「
平
和
そ
の
か
げ
に
」
 

三
好
中

一
年
小
笠
原
秀
子
▽
同
 

「国
連
に
望
む
」
同
三
年
川
浪

勝
江
▽
同
「
平
和
を
求
め
る
」
 

同
三
年
小
笠
原
稔
子
▽
同
「
平

和
な
世
界
」
三
中
三
年
成
田
正

志
▽
同
「
国
際
連
合
へ
の
期
待
」
 

同
三
年
葛
西
新
一
 （

敬称
略
）
 



お 

し 

ら 

せ 

「市
総
合
文
化
祭
」
が
 

開
か
れ

て
い
ま
す
 

書のお知らせ 

市立図書館 

新しし 
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第
十
六
回
「
市
民
総
合
文
化

祭
」
は
、
十
月
二
十
四
日
か
ら

十
一
月
十
八
日
ま
で
の
日
程
で

市
民
文
化
会
館
を
主
会
場
に
開

か
れ
て
い
ま
す
。
 

主
な
行
事
は
、
十

一
月
二
、
 

三
の
両
日
午
前
九
時
か
ら
市
民

文
化
会
館
で
書
道
、
華
道
、
菊

花
、
盆
栽
、
婦
人
服
作
品
展
、
 

ま
た
、
十

一
月
三
日
は
、
午
後

一
時
か
ら
市
内
文
化
碑
め
ぐ
り
 

（
市
民
会
館
集
合
）
、
午
前
十

時
か
ら
市
民
茶
会

（
市中
央
公

民
館
、
三
道
会
館
）
、
稲
わ
ら

作
品
展
（
三
道
会
館
）
が
開
か

れ
る
ほ
か
、
市
民
文
化
会
館
で
 
 

は
、
午
後
一
時
か
ら
謡
曲
、
バ

レ
エ
、
ピ
ア
ノ
、
民
謡
な
ど
の

各
種
発
表
会
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

三
日
以
降
の
行
事
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
＋

一
月
七
日
午
前
九
時
「
 

植
物
研
究
発
表
会
」
 
（
国連
青

少
年
の
家
）
 

▽
同
日
午
前
十
時
「
第
十
六

回
県
下
俳
句
大
会
」
 
（
市中
央

公
民
館
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
午
前
九
時
 

「第
十
六
回
県
下
短
歌
大
会
」
 

（
同
）
▽
十

一
月
十
八
日
午
後

六
時
「
演
芸
発
表
会
」
 
（
市民

文
化
会
館
ホ
ー
ル
）
 

簡
保
創
業
六

O
周
年

全
戸
加
入
運
動
 

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
簡
易
保
険
は
、
 

今
年
十
月
一
日
で
満
六
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
簡
易
保
険
の

全
国
の
保
有
契
約
高
は
も
は
や

二
十
九
兆
円
に
達
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
ま
た
積
立
金
も
七
兆

円
を
越
え
ま
し
た
。
 

こ
の
積
立
金
は
、
地
方
公
共

団
体
に
も
貸
し
出
さ
れ
、
学
校
、
 

病
院
、
市
営
住
宅
等
の
建
設
や

道
路
、
橋
、
港
湾
等
の
整
備
に
 
 

使
わ
れ
、
私
達
の
日
常
生
活
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
 

当
市
に
も
約
八
億
円
が
融
資

さ
れ
、
数
多
く
の
公
益
事
業
に

使
わ
れ
地
域
社
会
の
発
表
に
大

き
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
た
だ
い
ま
、
郵
便
局
で
は
、
 

創
業
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
 

全
戸
加
入
運
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
美
し
い
記
念
証
書
を

発
行
し
ご
愛
顧
に
応
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
郵
便

局
の
簡
易
保
険
に
ご
加
入
下
さ

い
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

納
税
額
の
減
額
 

申
請
、

1
5日ま
で
 

〈
間
》
私
は
農
業
を
専
業
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
冷
害

に
よ
り
大
巾
な
減
収
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
農
業
所
得
も
昨
年
よ

り
減
少
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
た
び
税
務

署
か
ら
昭
和
五
十

一
年
分
の
予

定
納
税
額
の
通
知
を
受
け
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

予
定
納
税
額
を
減
額
し
て
い
た

だ
く
方
法
が
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
ど
ん
な
手
続
き
を
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（農
業
所
得
者
）
 

《
答
》
農
業
所
得
者
の
方

々
に

対
す
る
十

一
月
の
予
定
納
税
基

準
額
の
通
知
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
よ
る
農
業

所
得
を
基
と
し
て
計
算
し
通
知

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

本
年
分
の
農
業
所
得
の
申
告
納
 

ク
 

学
気
断
 
界
害
 

科
 

近
 
康
 
の
 

渡
辺
正
雄
 
日
 
本
 
人
 
と
 
近
代
科
学
 
岩
波
書
店
 

松
藤
 
元
 
文
 
明
 
と
 
病
 
気
 
ク
 

と
と

健
 
核
 

本
ー

の
 
 

税
見
積
額
と
通
知
さ
れ
た
予
定

納
税
基
準
額
と
比
較
し
て
著
る

し
く
減
少
す
る
こ
と
が
、
明
ら

か
な
場
合
減
額
承
認
申
請
書
を

十

一
月
十
五
日
ま
で
提
出
し
減

額
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
減
額

承
認
申
請
書
用
紙
は
税
務
署
、
 

市
税
務
課
、
農
協
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
請
求
下
さ

い
（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

「税
を
知
る
週
間
」
 

の
行
事
 

◇
「
無
料
税
務
相
談
所
」
 
▽

十

一
月
十
二
、
十
三
の
両
日
、
 

午
前
十
時
か
ら
丸
キ
デ
パ
ー
ト

税
金
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
「
納
税
作
品
書
道
展
」
 
▽

十
一
月
十
二
、
十
三
、
十
四
の

三
日
間
、
午
前
九
時
半
か
ら
丸

キ
デ
パ
ー
ト
で
。
 

西
北
五
小
、
中
学
校
の
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

結核検診を受けましょう 

結核検診は、着物を着たままで受診できますし、時間は 

30秒でおわります。受診票は、国民健康保険に加入してい

る方に発行しておりますが国保以外の方でも受診できます。 

売
れ
切
れ
な
い
う
ち
に
、
 

▽
寄
付
金
な
し
の
年
賀
は
 

麟
驚
認
醜
誤
続
讐
き
は
2
0

円
で
 

年
賀
は
が
き
は

2
1
円
で
す
。
 

（
五
所川
原
郵
便
局
）
 

地区名 月 	日 場 	所 時 	間 

一
 

k
シ
 

・
 
《
 
未
‘

・
一
 
ノ
 

《
 

l
 

護
 

詰

田

門
栄

富
 

山

子

沢
沢

野
目
 

成
元

里
 
山
木
沢
坂

山
岡
日
詰
 

沖

桜
毘

共

長
 

福

原
羽
待

高
前
 
豊

隻
野
 

神
松

戸
石
若

福
興

飯
 

旬
 

シ
C
 

ク
 
ク
 

」
ノ
子
 

ー
 
ク
 

4
 

ノ
 
圧
 
一
「
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

ノ
 

工
山
 

ー
 

裟
一
 
 

11月15日 古川豊作宅前 9.30 --- 9.50 
ク 消防屯所前 10.00 -10.20 
ク 泉谷正志宅前 10.30 ---10.50 
ク 集 会 所 前 11.00 -11.20 
ク 原田商店前 11.30 -11.50 
ク 集 会 所 前 13.00 -13.20 
ク 高橋馨宅前 13.30 -13.50 

11月16日 伊藤曽宅前 9.30 -10.00 
ク 阿部商店前 10.10 -10.40 
ク 羽ノ木沢支所前 10.50 -11.20 
ク 三上商店前 11.30 -12.00 
ク 小笠原正広宅前 13.00 -13.30 
ク 西塚商店前 14.10 -14.30 
' 

11月17日 

新谷啓一宅前 

石岡源造宅前 

13.40 ---14.00 
9.30 - 9.50 

ク 公 民 館 前 10.00 -10.20 
ク 

ク 

公 民 館 前 

長 橋支所前 

10.30 -10.50 
11.00 -11.20 

ク 成田秀四郎宅前 11.30 -12.00 
ク 長尾商店前 13.00 -13.20 
ク 公 民 館 前 13.30 -13.50 
ク 公 民 館 前 14.00 -14.20 
ク 公 民 館 前 14.30 -14.50 
ク 佐々木商店前 15.00 -15.30 

11月18日 婦人ホーム前 9.30 -- 9.50 
ク 郵 便 局 前 10.00 -10.20 

鳴海理容所前 10.30 -10.50 
ク 飯詰支所前 11.00 -11.20 
ク 新岡兵三宅前 11.30 -11.50 
ク 下岩崎集会所前 13.00 -13.20 
ク 小野善助宅前 13.30 -13.50 
ク 野呂義造宅前 14.00 -14.20 

伽
病
診
 
世

公
 

小
林
 
純
 
水
 
の
 
健
 
康
 
診
 
断
 

庄
司
 
光
 
日
 
本
 
の
 
公
 
害
 

り
明

の
 
子
本
 の

 

4．自然科学 

5.工 学 
菊池正士 原 子 核 の 世 界 岩波書店 

6.産 業 
大野守雄 アフガニスタンの農村から 岩波書店
青木二郎 新編 リ ン ゴの研究 津軽書房 

7．芸 術 
講談社 世界の美術館 （全38巻） 講談社

源豊宗 日 本美術絵画全集 
8．語 学 
刊行会 1 日本国語大辞典全 18巻 小学館 

Oその他、各種図書は勿論、地方誌並びに津軽地

域の遺跡調査報告書等豊富に入っております。 

⑨読書と研究に図書館を利用して下さい。 

O特にご家庭の「主婦」 の方にお奨めします。 
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広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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